
よるMCP-1の 高い産生誘導作用はカンジダ症の

病態を特徴づける要因の一つとなることが示唆さ

れた。また,lipidAで は有意 に高い産生が認め

られたIL-1β の産生がC.albicansで は認められ

なかった。また,C.albicansで はlipidAに 比較

してMCP-1がIL-6よ りも多 く産生 されていた。

このように,細 菌 と真菌では産生が誘導 されるサ

イ トカインの種類と量が大 きく異なっていた。こ

のようなサイ トカイン産生の違いが,カ ンジダ感

染症の病態の形成 に大 きな影響を与 えている可能

性が考 えられた。特に今回,MCP-1の 産生 が非

常に強 く認められた ことは,C.albicansで 感染

防御の主体 となる細胞性免疫が抑制 されている可

能性 を示唆す るものである。
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【目 的 】 本 研 究 で は,Candida albicans(C

albicans)の 感 染 に伴 っ てお こる宿 主応 答 を明 ら

かにす るた めに産 生が誘導 され るサイ トカイ ンを

in vitroの 実 験 系で調 べた。

【材料 と方法】 マ ウス マク ロフ ァージ様 細胞 であ

るJ774.1細 胞 を96we11マ イ クロプ レー トを使 用

して,37℃ 条 件 下 で,C.albicans加 熱 死菌 液 を

加 え て24時 間 培 養 した。C.albicansの 菌 量 は

MOI1,MOI10,MOI100の3種 類 の 濃 度 に な る

よ うに した。J774.1細 胞 の培養 終了後 に培養上清

中の含有 され るサ イ トカ イ ン量 をマ ウ スELISA

キ ッ トで測 定 した。 測 定 した サ イ トカ イ ンは

IL-6,IL-1β,MCP-1の3種 類で あった。

【結 果 】

1.C.albicansに よ るサ イ トカ イン産生 の誘導

C.albicans加 熱 死 菌 をJ774.1細 胞 にMOI10

以 上 の濃 度 で添 加 して24時 間培 養 す る と,加 熱

死菌 を加 えない場 合 と比較 してIL-6とMCP-1の

産 生 量 が有意 に増 加 した。 しか し,IL-1β は 産

生が認 め られ なか った。 また,MCP-1はIL-6よ

り も著 しく多 く産 生 され た。

2.LipidAに よ るサ イ トカイ ン産生 の誘 導

グラム陰性細菌 の細胞壁 に存在す る内毒素 の構

成 成 分 で あ るlipidAをJ774.1細 胞 に100ng/ml

の 濃 度 で 添 加 し て,24時 間 培 養 し た。IL-6,

MCP-1お よ びIL-1β は 有意 に高 い産生 が認 め ら

れ た。

【考 察】 今回 の結 果 か ら,C.albicans菌 体 に


